ゾウエンガクブヤ オヨビ コウガクブヤ ノ ケイカンガイネン ノ ヘンセン by 渡部 章郎 et al.
東京農大農学集報




景観法の公布 年 により 景観 は法律用語になったが 明確な定義はなされていない 景観
は様 な分野で使用されているが 景観 の語の導入経緯と用法は異なっている 本報では景観用語と概念
の変遷について 造園学および工学分野における場合を辿ってみた 本考で得られた結論は 次の 点にま
とめられる
造園学および工学における景観概念は 景観 を計画 創出 管理していこうという立場からのもので
あり 実務的で行政との関係が深い いずれも景観概念は環境と景観を結びつけた いわば 環境の総
合的なながめ とされている
両分野における景観概念や技術は 法制度に組み込まれた風致 美観を実現するための理論からスタ
トした 景観は 自然景観と文化景観に大別されるが 造園学ではより自然の視点に 一方工学では文
化 人工 の視点に比重をおいたアプロ チが多い
両分野での景観概念は 視覚的環境が中心となっており 外観が重要視されている 環境全体の良好な
姿 を構築する方向での景観概念の展開がまたれる
景観 ランドスケ プ ラントシャフト 景観概念の変遷 専門分野別景観概念
既往研究としては 油井正昭 糸賀黎による 景観研究の
系譜 宇於崎勝也の 建築学用語としての 景観
年 景観法が公布され 景観の保全と形成への期待 一般化に関する研究 鈴木伸治の 東京都心部に
は大きい しかし 法は 景観 の語を定義していない おける景観概念の変遷と景観施策の展開に関する研究
これまでの法律のように一律の規定に従って画一的景観を 等があり それらを参考にした 油井 糸賀の研究
つくる愚をくりかさえないためである しかし 規準に は造園学系を主とした景観研究文献を年代別に系譜として
従っていれば良好な景観が結果されると考える自治体職員 まとめたもので 注目すべき点として 油井はここ
や市民には 景観 をわかりにくくしているかもしれない 年まで では 風景 と 景観 を同じ内容を意味するも
景観 についての研究分野は多岐にわたり 学術分野に のとして扱っている点である また糸賀は 景観研究を広
よって概念も異なっている 本報では造園学および工学分 義に解釈すると 造園学全体の系譜を取り扱うものである
野について景観概念を明らかにする 両分野では その草 として その理由は 造園学は様 なレベルの景観を論ず
創期から 景観 ならびに関連語の検討がなされてきた る としての学問であるからと
景観 使用から約 年が経過している 関連文献を精査 記述している点である これらは 景観 を研究する上で
し 分野別 年代別に 景観 用法の変遷をまとめ概念の 風景 ランドスケ プの関連を再確認できた 宇於崎は建
解明をおこなう 築学用語としての 景観 の初出や 現在のような意味で
の景観の使用の年代 年代後半 を記述している また
景観の訳語として 建築辞典 では 都
景観研究の分野としては 文学系 植物学系 市計画用語辞典 では
地理学系 造園学系 工学系の各分野があげられる となっており いずれも を
が ここでは について考察する なおここで 造園 あてている点で他の分野との違いが理解できる 鈴木は行
学分野とした内容には 造園学 緑地学 林学 農学 園 政用語として 景観 をとり込もうとした経緯を詳細に記
芸学等を含み 工学分野とした内容には 建築系の建築 述しており参考にした
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英米であり 英語の の影響が大きい この点
がドイツの からの地理学分野とは大きく異
時代背景として 欧米では 世紀後半から 世初頭に なっている点である
かけて 産業革命により社会の様相は変化し その影響で 造園界での景観の語の使用は早く 年の新島善直
徐 に開発から保護へと価値観の変化が始まる 自然景観 村山醸造 森林美学 で 公園的景観 と記しているのが
に関する関心は急速に高まるなかで ラスキンの 近代画 初出と考えられる この本には 参考書籍として 三好学
家論 五巻 やエイベリ 卿の 自然美とその の 日本植物景観 植物生態美観 があげられている
驚異 が発刊される 田村剛の日本最初の造園テキスト 造園概論 や上
自然景観への関心が科学的研究や各国の自然保護運動と 原敬二の 造園学汎論 にも景観の用例はあるが
具体的施策に結びついていく 英国では共用地保存協会 概念の記述はない 上記の景観は 時期的にみて三好の
ナショナル トラスト協会 住宅及び都市 景観 の影響かつ 三好の 景観 の引用と推察する
計画法 ドイツでは郷土保護協会 景観法 田村は 年 風景概観 で 風景とは何であるか 風
景勝地保護法 国立天然記念物保全研究所 景は景色 または風光ともいはれ 近頃我が博物学者の間
自然保護公園協会 などが制定または設立された では 景観といふ新語も流布しつつある すべて英語のラ
米国ではイエロ ストン国立公園 の指定があり ンヅケ プである 風景とは山水 風物の目に見える様で
この頃米国では 造園学 ある さらに 風景論考 一 で 風景は物自
公式使用 が誕生した その命名者であるオルムステッド 体を示すのではなく これを眺める人の印象 風景は人に
は 都市美運動 シカゴ博覧会 等 の先駆者でもあっ より著しく見方の違うものである 従って植物学者が科学
た 的に観察する場合と著しく異なっているようである 近時
日本でも明治以降 欧米の影響を受け近代国家建設のた 流行の景観という文字に就いて考えてみたい 景観という
めの法的整備がなされる 年には市街地の耐火 洋式 文字は主として植物学者や地理学者などの採用するところ
化のために 太政官 沙 東京府ヲシテ煉化石ヲ以テ家屋 のもので 植物景観とか景観地理学とかいふ と述べてい
建築ノ豫圖ヲ定メ大蔵省ニ協議セシム が 年には太 る 風景と景観の差異については 植物景観をいふ場合
政官 布 第十六号 人民輻湊ノ地ニ公園ヲ設ルヲ以テ地 植物を主としたある群落を科学的に観察する場合の形象で
所ヲ撰択禀候セシム で公園地が成立した また 年 あって 植物群落の 観相を指すようであ
には 都市計画法の風致地区制度 市街地建築物法の美観 る 一定の植物社会の呈する観相である そこに風景と似
地区制度 史蹟名勝天然記念物保存法 年には国立公 た性質が認められる 景観は美的な印象ではなく 科学的
園法が それぞれ制定された それらのために地区の指定 な観察に基づく普遍的なもので 主観的なものではない
や規制等に関る理論や技術研究が必要になる 風景の場合には鑑賞又は観照するので 景観の場合には観
年に志賀重昂は 日本風景論 を著し 近代風景観 察するという所に見方の差別がある としている 戦時中
を確立し日本での風景研究の目標像となった 日本風景 の 年上原敬二は 風景論の体系的著述である 日本風
論 の発表から 年後の に 植物学者の三好学は 景 景美論 を出版する そのなかで 風景の英訳として
観 を 植物生態美観 で初使用し 景観 という風景と という語をあて 風景の定義として 風景
類似の新しい語が誕生する 主に自然地の植物景観を指す は一部の景 と観る処で変る景 の集合で
言葉として書籍に発表し 専門家や一般の間で使用されて あり 風景は 地形 に於ける変化と美とを
いく 一方 年 ドイツの 概念が日本地 伴ふ一般景観 であり 自然美の組合せであり
理学界で脚光を浴び 年に辻村太郎が 文化景観の形 眺望 に深い関係がある 景観という文字の
態学 で の訳として 景観 を使用し景観 中に美醜の理念を含まない それ等地表面 水界も 空界
は地理学系分野における重要な語となる も含む 上の一切のもの総合集積されたものが一つの景観
をなす 景観は主観性のもの 形而上のもの と述べてい
る
上原と田村の景観と風景の概念は異なっており 現在で
志賀の 日本風景論 ドイツの森林美論 アメリカの も同様な議論がなされている 田村の考えは現在での他の
や国立公園 都市公園等の欧米 分野も含めた景観論の一般的な解釈である 一方 上原は
の理論や欧米の法制度の導入等に伴い 日本でも 風致 景観にはない 風景の持つ総合性について記述し 景観を
美観地区や国立公園が位置づけられるようになり 造園分 主観的 形而上のものとしている 近年 各分野において
野で風景研究が盛んになった 庭園 造園学雑 風景と景観が比較されるなかで風景は再評価され 風景学
誌 国立公園 造園研究 風景 を標榜していた上原風景論も評価されつつある
公園緑地 が創刊され そのなかで風景
論 風景計画や法制度が紹介されていく
景観 の用例は 風景研究にともない風景との比較とい 戦後の 年 加藤誠平は 風景と観光 で景観を自然
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年 江山正美 自然景観の文化性 で 風景に対す
る見方や考え方は時代と共に変遷するが 論者によっても
亦その内容 概念を異にする とし 一般的には 風景
景観は元来自然の状態や自然地域をしめすが この時期に
は 文化的 人工的な要素含める考えになり 概念は変化
し拡大してきたと述べている 方 景観は客体である物に注目するもの 人文社会科学
的アプロ チの風景論と 理工自然科学的アプロ チの景
観論といえようが その一方からのみでは風景の問題を充
年代後半になると 日本は高度経済成長のもと国土 分に説明し得ないという結論となる としている
開発が進み 大規模な土地の改変が全国各地に拡大し 景 進士五十八が 年以降 塩田の考えを引き継ぎ 風
観破壊が環境問題として生じ 法整備や対策技術が必要に 景 景観と計画主体 風景デザイン ボ
なってくる 緑地学の井手久登が 景域保全論 ランティア時代の緑のまちづくり で発展させ 景
で を 景域 の訳語として採用し 景観は風 観で重要な 建物の色 形 大きさの原則まで記述してい
景ではなく景域として 生態学的土地利用計画の必要性を る 進士は 風景 も 景観 その意味するところ大差は
論じた 造園界も生態学の理論 また外国の ない ただイメ ジやニュアンスは違って感じる 少し厳
の概念やそれらの関連書籍も翻訳され 景観 密に言うと 風景 は 風土 といった言葉と似て人間に
は環境を重要なものとした景観概念になってくる とって認識される視覚的感覚の全体像や総合像を指し
アメリカの造園家 エクボの 景観論 景観 は工学的なアプロ チによって把握できるフィジ
原書 が 久保貞らによって翻訳され カルな側面からの視覚像を指すからである すなわち 風
るが 訳者は文中の補注で を風景と景観の 景 はその視覚像をめぐる人間の意識 記憶 思想 精神
ふたつの言葉で訳出することにした これらはいずれも人 などあらゆる側面との関係を踏まえた いわば人文科学
間と環境の関係としてとらえるが 相対的にいって より主 的 文学的アプロ チによって認識される視覚環境の総合
観的な場合に風景を より客観的な場合に景観を用いる 像であるし 景観 は写真などによって正確かつ客観的に
と を 風景と景観と つに分けて翻訳する基 分析できる いわば自然科学的アプロ チによって把握さ
準を明確にした れる視覚的環境像である と記述している
年代後半に入って景観研究に取り組んだのは塩田 年に西田正憲は 瀬戸内海の発見 で 風景とは
敏志で 対象は 観光開発に伴う景観研究の一環であり 対象 客体 と人間 主体 の相互関係のなかに生まれる
この時代を反映している 年 塩田は 阿蘇の景観分 もので 対象について語る用語ではあるが 人間が捉えた
析 自然風景地計画のための景観解析 で 景観の定義は 対象の知覚像であるとともに表象であり 観念や心象とし
地理学 生態学 造園学その他の各分野 数多くの人達に て言葉や絵画などを通じて伝播するものである 風景と
よってなされている その定義の多くは客体としての風景 は 対象と人間の双方に関係するものではあるが 主とし
要素に注目したものである としている 景観を ある場 て人間の内なる問題である 景観が客体にそくした用語で
処 地域のもつ性質の一つとした場合 それを総合的な視 あるのに対し 風景はあくまでも主体にそくした用語であ
覚性質として捉えることは可能であろう その場合客体と る 景観とは 環境の一面 主として視覚対象 について
しての景観 景観要素群 更にそれを感ずる主体たる人 客体である対象にそくして語る用語であり 風景とは 同
間 そこに持たされる景観像の三つを区別する として じ環境の一面について 主体である人間にそくして語る用
いる 図 の 風景のうけとめ方 は 風景を計画論的 語である いわば 景観が人間のより外なる問題であるの
に説明している また 塩田は 山と風景 などで に対し 風景は人間のより内なる問題である としてい
景観の概念に関して 主に景観と風景を主体と客体にわけ る
説明している 塩田は本質的には景観と風景は違わないと
し 景色 を科学的 客観的にとらえようと言い換えたの
が 景観 風景 は主体としての人間 個人 が 視覚 年代の後半 国土開発が進む中で視覚中心の景観論
を中心とする諸感覚を通じて 客体であるところの周辺空 に対して 土地の広がりや土地利用と生態学の視点を加味
間の状況を受け止めた印象を言う 景観と言い換えても したドイツ の概念を 井手久登が研究を進めて
本質はかわらない として 風景は主体である 人に注 いく 井手は
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伴う景観の変化のはげしい時期もない として 景観保護 工学系の 景観 の語の初出は 田邊淳吉
を考えるのは土地利用の調整にまで還元される と述べ の 名勝地と建築 の中で 名勝地とは一体どのよ
景観計画と管理に注目している うなものを指すのであるか 之は簡単には言い顯し兼ね
井手は 景域保全論 から の訳を る 名勝地と言っても其の規模の大小内容 形式によって
景観でなく景域を使用している 従来の日本語の 景観 其の景観を異にする という 景観 の語の記述がみら
は地域的な広がりを示すのに十分な表現をしていないばか れる 田邊は 年に 市区改正も宜いが出来上った家と
りか 秩序概念を意味するものとは理解されていなかっ 云ったら不体裁極るではないか 隣りに土蔵があると思う
た それ故にここに新たに 景域 なる語を と 其隣には怪しげな西洋建築があり 高いのもあれば低
の上記概念に充てる ている 景域を 一定地域の生 いのもある 実に百鬼夜行 或は粗雑なる博覧会の売店其
産 生活様式 自然条件等に基づく郷土的固有の文化創造 のままである と体裁という語を使用し 早い時期から
の空間的存在形態であり その中に居住する人にとっては 町並み景観について目を向けている
同じ共属感情に支えられた歴史的地域でもある 景域は有 次に 景観の記述が確認されるのは笠原敏郎
機的秩序体 生態的単位 として把握されることになる の著書である 笠原は 年内務省に入省し
この秩序体は空間のレベルに対応して階層的に構成される 年公布の都市計画法 市街地建築物法の立案に参画したと
し また同一空間レベルにおいては共通特長要因により他 されており また 年には世界都市計画会議のため日
と区分され類型化される としている 本代表として出席し 欧州各国を視察している 笠原は
武内和彦は 地域の生態学 ランドスケ プエ 年 著書 都市計画 のなかで 都市の町並
コロジ で 生態学や地理学で景観生態学と呼 の写真のタイトルに 景観 の語を多く使用している 例
んでいるものを ランドスケ プエコロジ 地域生態学 えば ドレスデン市景観 ロンドン市営住宅地景観 紐育
とした これはランドスケ プの語源である ラントシャ 市景観 住宅地に工場が出来て一体の安寧を破壊している
フト本来の 地域の意味から用いた ランドスケ プエ 景観 古城を背景とせる世界に於て最も美的に設計せられ
コロジ は 人間とその活動を支え たるエチ ンバラ市景観というように記述し 被写体は
る生態系のかかわりを 生態学的 地理学的視点から分 都市地域の建築群による町並や周辺の緑地や道路も含めた
析 総合 評価し 人間にとって望ましいランドスケ プ ものである これは 辻村太郎が景観を初使用した 年
を保全し 創出する手法を考える研究領域である として よりも古い さらに著書 建築法規 で 都市
積極的に環境創造することを求めている また ランドス 計画法による風致地区制は一般に景勝風趣の地に施行せら
ケ プとは 人間とその周囲の環境の総体としての認識像 れ風致の維持を目的にして 土地 林泉の形態の変更 工
であり 地域的な広がりをもった概念である と記述し 作物の設置等に対する取締りを規定せるものであったが
ている 美観地区制は主として市街地に施行して都市景観の整美の
緑地学の景域論は生態学に立脚したもので 一般的な景 ため建築物の形態 意匠等に対する取締りを規定するもの
観計画や景観条例が視覚中心のものであり それらと区別 である とし 美観地区制は都市景観整美が目的と記述し
している ている そればかりではなく 年笠原は満州国の営繕
需品局長として 都市邑計画法を制定し 交通部大臣必要
ありと認むるときは都邑計画として風致地区 景観地区又
工学系分野の景観研究は建築学系と土木工学系とに分か は観光地区を決定し その地区内に於ける風致 景観又は
れて研究がなされてきた 観光の維持 保育又は造成 行為の禁止又は制限その他の
措置に関し必要なる事項を定むることを得 第六十九
条 と景観を法律用語として採用している
年代から 年代まで 石原憲治 は景観の概念を提唱する 石原は
建築学系で 景観 が最初に注目されるのは 年代で 都市美協会 の中心人物で 協会は昭和の戦前期に
ある この頃 第一次世界大戦の影響で工場が急激に増加 主に活動した景観整備運動とされている 石原は 下記の
し 住宅や道路が不足するなかで 多くの都市は無秩序に ように 地理学 ドイツ景観論 から景観概念を導入し
膨張し問題が生じていた また都市改造の機運も欧米諸国 景観は自然的風景と文化的風景の総合と理解し 都市美や
で高まり 日本でも都市計画を具現化するため都市計画法 都市計画に組み入れようとした
及び市街地建築物法が 年に公布された その条文に 石原は 都市計画より土地計画まで で 景観と
風致地区および美観地区が盛り込まれ 美観風致等景観に いう言葉は風景 という意味を学術語として
関する制度の研究が進んでいく 表現されたものである また 土地の自然的風景と 之れに
従来の自然景観に向けられていた関心が 都市景観 美 働きかける文化的風景との綜合として表現せられるもの
観に向けられた時期である 都市美は自然美と異なり 土 と解釈している 文化景観としての都市美 でも
地の上に人工の景観を創出していくもので 良好な景観は 景観といふ言葉を都市美の上に取入れて解釈することが
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戦後になって 笠原は 建築物法規概説 で 建 実際の用例から 景観と風景の相違点 景観概念を説明
築物は都市景観の主体となるものであるから その集合形 したのが鳴海邦碩で 景観からのまちづくり
態の調節に関する規制は 都市全域にわたって考えられな で 風景や景色といえば 風光明媚な自然のありさまを思
ければならない問題であるが 社会のこの方面に対する関 いうかべる 見渡すような自然の美しいさまが 風景や景
心が薄い現状では 全般的規制は困難であるから せめて 色といった言葉には似あうのである ところが 家並みや
都市中枢の公館集合地や 目抜きの大通り 又は名勝地等 看板なども重要な見える景観を形づくっている これを風
特に景観調整の必要ある区域を限って 適当な規制を行う 景や景色というと何かそぐわない感じがする そこで 自
ことのできる途をひらいたのが わが国の美観地区の制度 然の見える環境にも人工の物の見える環境にも対応する言
である と 美観地区制度の意図を景観の語を使用して 葉として 景観が用いられる ここでは広く 見える環境
説明し 景観への関心の薄い現状を述べている としてとらえることにしたい したがって 自然景観とか
年代以降 都市景観 街並み景観というような使い方もできる とし
年 首都圏整備法が公布され 東京オリンピック開 ている
催に向け わが国の首都としてのふさわしい首都圏の形成 地理的な景観概念 地域の総合 または 風景 を基
が求められた その中で 首都景観法 の制定に向け 本とし それを包含した概念と解釈しているのが 後藤春
年 月 首都圏整備審査会で 首都景観法 の趣旨が説明 彦である 後藤は景観に関して 一連の研究を行い
された それによると 現在 景観対策として 美観地区 年の 景観まちづくり論 では 景観の概念は 景観 地
風致地区の設定 屋外広告物の取締り等の措置が一応取ら 域 風景 としている 具体的には 景観研究は これま
れているが 建築基準法による美観地区は その制限の対 で地理的概念と視覚的概念を区別する傾向にあったが 地
象が建築物であり 建築物以外の土木工作物には適応でき 域と風景はまさにコインの裏表 あるいは 氷山の水面上
ないと言う欠陥がある 風致地区は都市計画法によって自 と水面下の関係にあると多くの人が気付きはじめている
然景観維持のため設定されたもので 風致を積極的に増進 地理的 生態的 視覚的表層と社会経済的 歴史文化的な
するための措置はほとんど取られていないと として 文脈をも合わせた統合的な景観の把握がもとめられている
総合的な景観対策 立法化の必要性を強調し 景観委員会 のである と述べている
の設置 建築界で 石原憲治 高山英華 造園界では北村
徳太郎 横山光雄らを選出 が認められたが 首都景観
法 は成立しなかった 年代の中頃から土木工学系の景観研究は 景観研究
次に 本格的に景観が研究されるようになったのは が進められていく 景観という用語が土木工学系分野で出
年代の後半である この時期は戦後の高度成長の影響 現するのは 戦後の高度経済成長が始まり 国土開発が全
で 都市への産業と人口の集中による 地域開発の深刻な 国規模で行われ始めた頃で 高速道路の建設に対しての景
影響がみられるようになった時期である 観配慮の問題が生じたことによる
足達富士夫は 景観に関する一考察 年 等一連 土木工学の書籍で 景観を表題にした初翻訳本は
の景観研究をすすめ 年にそれらを集大成して 地域 年 鈴木忠義の 道路と景観 である その訳者あとがき
景観の計画に関する研究 をまとめた で 道路建設の背後には 常に長い間 そこの住民によっ
足達はこの論文で 景観の概念について 景観とは 環 てはぐくまれてきた郷土景観の改変が存在しており これ
境の形態的 物的 側面である 景観は必ずしも までの風景への跳戦となり 新たな道路景観が登場してき
な形態だけをさすのではなく 人間の動きや生活も含めて ているのである また外部景観は地域住民の環境造成に直
広く環境全体の姿をも意味すること としている また風 結し 景観問題はいまや重要な設計 建設の課題となって
致美観に関して 景観は客観的な状態を指す言葉である きている とし この書名については
が とくに美しさの価値評価を含めるときには 風致 を 道路と景観 と訳したが 道路は景観の一
美観 などの語が用いられる 両者ともに すぐれた景 部であり また景観は道路の一部であるとの思想のもと
観 の意味であるが 一般には 風致 は自然的景観に に 景観工学の基本理念が 道路を通じて論及されている
美観 は都市的景観にたいして用いられることが多い ことからあえて 景観工学への序説 と追補させていただ
と記述している いた と記述している 鈴木は 景観工学という用語を
字義からの考察も含めて景観解釈をおこなっているの 景観要素の総合化により 好ましい景観に改良したり 創
が伊東考で 伊東は景観運動 景観保全についての研究を 造していく学問 と定義している 景観は の
すすめ 都市及び地域景観保全制度の発展過程と景観思潮 訳として使っている
に関する研究 年 で集大成した そのなかで 中村良夫は景観に関する初著作である 土木空間の造
景観 概念については ありさま ようす を意味する 形 を著す これは 土木空間である高速道路に
景 と みかた とらえかた を意味する 観 とに分 よる国土改変への警鐘で 意味論 記号論を使って 土木
け 景観概念 は それらの複合概念である と規定し 空間の意味を問うものであった その後 中村は 景観論
景観概念とは 環境の視覚的ありさま とその全体的とら で 景観とは人間をとりまく環境のながめにほかな
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る 生活する主体 ここでは人間 に対して それと機能的 あり 人間の心的現象といえるのである ただし 環境す
関連をもつ事物は一般に環境と呼ばれる 環境と主体とは便 なわち複数の対象物の総体の存在を契機として生じる現象
宜的に取り出すが 環境は主体が活躍するための固定的な舞 であることを忘れてはならない 人間と環境の双方にまた
台装置として考えるのは適当でなく 実体は 環境は主体 がる現象なのである 景観とは もしくは景観計画 景観
環境系という一つのシステムであると考えられる 一般に 整備と言ったとき 視覚的な現象のみを対象としているか
景観とは 通常の人間の視点から見た自然の地形 地物 流 に捉えられがちである もちろん 視覚的現象が中心とな
水 植生 人工の建造物などが形成する景観の対象の眺めの るわけであるが 何故そこがそうでなければいけないかと
総体である と記述した 景観は環境の眺め という定義 いう意味や 居心地の良さ 使い勝手のよさなども含む概
は 広く分野を超えて受け入れられている 念であることを強調しておきたい としている
年 中村は 風景学入門 で 風景とは いうまで
もなく 地に足をつけて立つ人間の視点から眺めた土地の
姿である と定義づけている 景観 との違いは 風景は 造園学界の景観概念は 景観と風景は類似であり景観は
人間の視点から眺めた というところが強調されてい 客観的 風景は主観的という考えは 初期の時代からの議
る 論である 景観と風景の差異から景観 風景を明らかにし
年 中村は 風景 と 景観 の違いについて 風 ようという考えは 田村 上原に始まり 加藤 塩田 進
景 と言うのは古い言葉で 中国の唐の時代の言葉で 景 士と戦前から戦後 現在まで一貫した 造園学系の特色あ
観 と言う言葉は 新しい言葉で もとは植物地理学から る景観理解の方法論である
出てきた言葉であり 風景 という言葉は余りにも意味が 現在では 景観 風景は環境の総合像であり その中で
ありすぎるので植物地理学というサイエンスにとっては 進士は 景観は 客観的 科学的であるために 客体であ
そういうものは邪魔になる だからその言葉をすてて 景 る物に注目するもの 風景は主観的 文学的であり 主体
観 という言葉をつくったのだと思う と述べている は人である そのため 景観の語では客観的記載的側面が
年 樋口は 日本的景観論の現在 で 私たちが生 強調され 技術者 や 調整 誘導者 行政マン が狭義
活している身近な環境をできるだけ快適にという関心は景 の計画主体として位置づけられる 風景の語では主観的体
観にかかった その理由は四つほどあるのではないかと私 験的側面が連想されるように 生活者 や 訪問者 旅人
は考える 第一 二は 環境を景観として見るということ も 計画主体の一翼を担う とし 景観は行政側 風景は
が 環境を感性で評価するという視点を環境づくりに導入 市民側という側面を持っているとしている
したことである 誰でもできることだということである 現在 景観は環境の総合的な眺めといわれるように 客
しかし私たち日本人は 環境を風景として眺める伝統を 体 物 を中心としたビジュアルな景観論が中心であるが
もっていた 第三は 環境を景観として見ることは 建物 造園学系の論では市民 人 や自然に着目した風景論的な
だけ 道路だけ あるいは背景の自然だけを見るのではな アプロ チに特色がある 人の場所への思い 記憶や人の
く すべてを一体のものとして眺めるという総合的な視点 暮らした時間 歴史等 伝統といった見えない部分も組み
を与えてくれるということである 第四は 環境を景観 込んで総合的な景観論を構築してこようとしてきた これ
として見ることは 評価を伴うため その景観を保存しよ らは を 造園 と翻訳してきた
うあるいは改良しようと 能動的な環境づくりにつながっ ように ランドスケ プデザイン等には 土地に働きかけ
ていく 景観は単なる 知覚 現象であろうか すでに指 る行為 対象を操作して景観 風景を造りだそうという考
摘したように 景観には必ず評価が伴う 景観は意味と価 え方を含めているのである
値の伴う知覚現象である としている 造園系景観論の特色としてのもう一つの流れは 緑地学
佐 木綱 竹林征三は時間的な要素を風景と景観の違い での景観生態学 ランドスケ プエコロジ からの景観論
としている 景観十年風景百年風土千年 で 景 である これは生態系への理解 自然と人工の調和の技術
観とは壊されるもので十年間以上は定着しないもの 壊さ である 井手は 景観保護を考えるのは土地利用の調整に
れずに残るものが風景といえる さらにその評価が定着す まで還元される とし 概念に基礎
ると風土になるという意味 地域の個性に適した景観でな をおき あえて 景域 の語と概念を用いた 景域は 地
いかぎり その景観は色あせてきて風景として後世に残る 域的な広がりや生態学的な秩序概念を含むものとし 現在
ことは不可能だろう と時間軸を入れて記述した は発展してランドスケ プエコロジ として一分野を確立
天野光一は操作可能な場合を景観としている 都市景 している 以上 造園学系景観論は自然側にたつものが多
観と道路 で 景観とほぼ同義の言葉として 風景 く たとえ都市景観を対象にとしても自然基調をめざして
景色 眺めなどの言葉が挙げられる 小生の場合は 概ね いる点が特色である 例えば 東京都の景観マスタ プラ
ただ眺める場合には 景色 眺めなどを用い それが操作 ンで 地形 崖線 や水系を 景観基本軸 と位置付けて
可能な場合 つまりつくりあげたり 保全したりするよう いる等は進士ら造園学系の発想によったものである
な場合に 景観という用語を使っている 定義としては 工学系の景観概念の特色は 造園学系の反対で 風景
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塩田敏志 樹木 その風景論的考察 グリ ンエイジ






武内和彦 ランドスケ プエコロジ 朝倉書店
田邊淳吉 名勝地と建築 庭園 巻 号
田邊淳吉 東京市区改正建築の状態と建築識 建築雑
誌
笠原敏郎 都市計画 アルス建築大講座 巻 アル
ス
笠原敏郎 建築法規 岩波書店




議総会 第 回 第 冊 議事要録 都市問題会議編
笠原敏郎 建築物法規概説 相模書房
水野岑 第 回首都圏整備委員会 首都圏研究





鳴海邦碩 他 景観からのまちづくり 大阪書籍
後藤春彦 景観まちづくり論 学芸出版社




中村良夫 景観論 土木工学大系 彰国社油井正昭 糸賀黎 景観研究の系譜 造園雑誌
中村良夫 風景学入門 中公新書頁
田路貴浩 編 環境の解釈学 中村良夫 環境と景観宇於崎勝也 建築学用語としての 景観一般化に関す
学芸出版社る研究 日本建築学会大会学術講演梗概集 頁
樋口忠彦 日本的景観論の現在 都市計画鈴木伸治 東京都心部における景観概念の変遷と景
佐 木綱 竹林征三 他 景観十年風景百年風土千観施策の展開に関する研究 博士論文
年 蒼洋社三好 学 植物生態美観 冨山房
天野光一 都市景観と道路 都市問題研究辻村太郎 文化景観の形態学 地理学評論
進士五十八 風景 景観と計画主体 建築雑誌
新島善直 村山醸造 森林美学 成美堂
前掲田村 剛 風景の驚異 新光社 科学画報叢書第
日本建築学会編 後藤春彦 生活景 学芸出版社編
田村 剛 風景論考 一 風景
とされている 景観 を主とする傾向が強い 対象も自然
より 操作可能な客体である都市景観や文化景観を扱う場
合が多い また法規制との関係が深い 風致 美観が都市




景観 を使用した この解釈を進めたものが 後藤春彦
で 景観の概念は 景観 地域 風景 とし 地域的な広
がりも含めたものである さらに 生活景 では 計画概
念における 景観 の枠組みを 美観 風致 と 自然景
生活景 の つのクロスする軸で説明し 生活景を見失っ
たことが 風景の貧困を招いたとしている
一方 土木工学系の中村良夫は 景観とは人間をとりま
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ATANABE HINJI AMABE
: Although the word (landscape) entered the legal lexicon when the Japanese
Landscape Law was passed in , the term has not been given a clear deﬁnition. The term has been
used in a wide range of ﬁelds, but the process of introducing the word and its usage have varied
depending on the ﬁeld. This paper traces the changing use and concept of the term in the ﬁelds
of landscape architecture and engineering.
The following three points summarize the conclusions of this study :
. The concept of “landscape” in landscape architecture and engineering ﬁelds is based on the
perspective that landscapes are meant to be planned, created, and controlled, which takes into
account many practical considerations as well as a strong relationship with public policies. Both
ﬁelds view the concept as linking the environment with that is to say, it provides “a
comprehensive view of the environment.”
. The concept and technology of landscape in both ﬁelds originate in theories of the pursuit of
aesthetics in the practice of landscaping, which are embodied in legal systems. Landscape is
roughly classiﬁed into two types : natural landscape and cultural landscape. While the ﬁeld of
landscape architecture tends to view landscape from the perspective of nature, engineering tends
to take an approach focusing on culture (the man-made).
. The concept of landscape in both ﬁelds emphasizes physical appearance, where the visual
environment plays a key role. It is expected that both ﬁelds will further develop the concept of
landscape following the notion of building “a whole environment in good condition.”
: landscape, change in the concept of landscape, concepts of landscape
by ﬁeld
by
Akio W *, Isoya S ** and Nobuyoshi Y ***
Changes in the Concept of (Landscape)
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